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新
会
員
の
皆
様
へ

追
手
門
学
院
大
学
へ
の
ご
入
学

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ

り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
子
様
の
ご
入
学
に
伴
い
、
保

護
者
の
皆
様
に
は
、
追
手
門
学
院

大
学
教
育
後
援
会
に
ご
入
会
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
後
援
会
で
は
、
お
子
様
の

学
生
生
活
を
円
滑
に
又
、
有
意
義
に

過
ご
せ
る
よ
う
、
教
育
活
動
、
課
外

活
動
、
就
職
活
動
へ
の
助
成
や
、
会

員
と
な
ら
れ
た
保
護
者
の
皆
様
に

対
し
て
は
、
教
育
懇
談
会
及
び
修
学

相
談
会
、
そ
し
て
見
学
・
懇
親
会
を

卒
業
生
保
護
者
の
会
と
共
催
し
、
本

会
の
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を

呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
大
学
と
会
員
と
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
、
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
、
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
願
い
、

大
学
へ
伝
え
、
皆
様
の
お
子
様
が

実
り
あ
る
充
実
し
た
大
学
生
活
を

送
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
支
援
と

ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

満
開
の
桜
と
晴
れ
渡
っ
た
青
空
の

下
、
二
〇
一
三
年
度
学
部
並
び
に
大

学
院
入
学
式
が
大
学
体
育
館
で
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
保
護
者
、
教

職
員
等
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
緊
張

し
た
面
持
ち
で
入
場
し
て
く
る
新
入

生
の
姿
に
は
初
々
し
さ
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

午
前
十
時
に
開
式
、
冒
頭
の
国
歌

斉
唱
の
後
、
川
原
理
事
長
、
坂
井
学

長
か
ら
の
式
辞
に
続
き
、
五
学
部
八

学
科
入
学
生
総
数
・
千
六
百
五
十
七

名
、
大
学
院
四
研
究
科
入
学
生
総

数
・
四
十
四
名
（
う
ち
博
士
後
期
課

程
二
名
）
を
代
表
し
て
、
心
理
学
部

心
理
学
科
の
入
学
生
が
宣
誓
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
来
賓
紹
介
、

役
職
者
紹
介
、
次
に
、
喜
多
教
育
後

援
会
会
長
か
ら
筆
記
具
が
、
平
野
校

友
会
会
長
か
ら
文
庫
本
「
青
が
散

る
」（
本
学
卒
業
生
・
宮
本
輝
氏
著

作
）
が
、
黒
田
卒
業
生
保
護
者
の
会

副
会
長
か
ら
ク
リ
ア
ブ
ッ
ク
が
、
そ

れ
ぞ
れ
新
入
生
代
表
に
贈
ら
れ
ま

し
た
。
最
後
は
追
手
門
学
院
歌
斉
唱

で
締
め
く
く
ら
れ
、
滞
り
な
く
式
は

終
了
し
ま
し
た
。

入
学
式
終
了
後
、
辰
本
学
生
部
長

か
ら
大
学
生
活
に
つ
い
て
の
講
話
が

行
わ
れ
、
入
学
式
同
様
に
新
入
生
た

教育後援会会長
喜多 康紀

ち
は
皆
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。
続
い
て
、
学
内
外
に
お
い
て
幅

広
く
活
躍
す
る
少
林
寺
拳
法
部
と
チ

ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
が
演
技
を
披
露

し
、
新
入
生
を
歓
迎
し
ま
し
た
。
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入
学
式
終
了
後
、
本
学
体
育
館
に

お
い
て
、
教
育
後
援
会
の
新
会
員

と
な
ら
れ
た
新
入
生
保
護
者
を
対

象
と
し
た
「
教
育
後
援
会　

新
会

員
歓
迎
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
十
一
時
二
十
分
に
開
会
と

な
り
、
喜
多
会
長
の
挨
拶
、
続
い

て
坂
井
学
長
か
ら
の
挨
拶
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
水
藤
副
学

長
か
ら
入
学
に
あ
た
っ
て
の
講
話

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
内
に
お

集
ま
り
い
た
だ
い
た
約
千
人
の
教

育
後
援
会
新
会
員
の
保
護
者
の

方
々
は
、
皆
熱
心
に
耳
を
傾
け
ら

れ
、
盛
況
の
う
ち
に
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

教
育
後
援
会
活
動
に
委
員
と
し

て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
が
お
ら

れ
ま
し
た
ら
、
下
記
の
「
相
談
窓

口
の
ご
案
内
」
に
ご
ざ
い
ま
す
学

長
室
学
事
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
一
年
生
の
保
護
者
の
方
は
、

同
封
の
「
教
育
後
援
会
委
員
就
任

の
お
願
い
」
裏
面
の
「
教
育
後
援

会
委
員
就
任
承
諾
書
」
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

桜
花
爛
漫
の
佳
き
日
に
、
お
子
様

の
ご
入
学
を
お
祝
い
す
る
と
と
も

に
、
保
護
者
の
皆
様
と
お
会
い
で

き
る
ご
縁
を
記
念
し
、
花
見
お
茶

席｢

桜
の
縁
（
さ
く
ら
の
え
ん
）｣

を

開
催
し
ま
し
た
。

教
育
後
援
会
新
会
員
歓
迎
会
終

了
後
、
追
手
門
学
院
大
学
の
誇
る

日
本
文
化
研
修
施
設｢

松
籟
庵｣

（
松

下
幸
之
助
様
ご
寄
贈
）
と｢

将
軍
山

会
館｣

（
学
院
の
歴
史
館
で
あ
る
校

友
会
館
）
で
、
保
護
者
の
皆
様
に
、

満
開
の
桜
を
愛
で
な
が
ら
お
抹
茶

と
お
菓
子
を
ご
賞
味
い
た
だ
き
、
桜

の
取
り
持
つ
縁
（
え
に
し
）
を
お

楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。
訪
れ

四
月　

�

新
会
員
歓
迎
会

　
　
　

新
会
員
対
象

　
　
　

お
茶
席
「
桜
の
縁
」
開
催

　
　
　

�

保
護
者
の
た
め
の
キ
ャ
ン
パ

ス
ガ
イ
ド
発
行

　
　
　

教
育
後
援
会
会
報
第
九
四
号

　
　
　

発
行

五
月　

保
護
者
の
た
め
の
講
演
会

　
　
　

�

お
う
て
も
ん
塾
第
一
期
ス

タ
ー
ト

　
　
　
（
木
曜
開
催
、
全
六
回
）

六
月　

総
会

　
　
　

�

保
護
者
の
た
め
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス

九
月　

�

春
学
期
末
卒
業
謝
恩
パ
ー

テ
ィ
ー

十
月　

�

お
う
て
も
ん
塾
第
二
期
ス

タ
ー
ト

　
　
　
（
火
曜
開
催
、
全
六
回
）

　
　
　

見
学
並
び
に
懇
親
会

十
二
月　

�
教
育
後
援
会
会
報
第
九
五
号

発
行

二
月　

�

保
護
者
の
た
め
の
就
職
講

演
会

三
月　

卒
業
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
ー

　

こ
れ
ら
の
行
事
に
つ
き
ま
し
て

は
、
開
催
前
の
ご
案
内
状
に
て
、
詳

細
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

二
〇
一
三
年
度

　
　
　

教
育
後
援
会
行
事
予
定

会
員
の
皆
様
か
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
ご
質
問
、
ま
た
、
ご
要
望

等
に
対
応
す
る
相
談
窓
口
を
左

記
の
と
お
り
設
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
電
話
の
場
合　

学
長
室
学
事
課

　

〇
七
二
・
六
四
一
・
七
七
四
九

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合　

学
長
室
学
事
課

　

〇
七
二
・
六
四
三
・
五
七
四
二

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
場
合

�

会
報
各
ペ
ー
ジ
下
の
ア
ド
レ
ス

に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

教
育
後
援
会
相
談
窓
口
の
ご
案
内

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
会
員
歓
迎
会
開
催

新
会
員
歓
迎
会
開
催

於　

体
育
館

於　

体
育
館

た
方
々
は
、｢

松
籟
庵｣

の
茶
室
か
ら

見
る
お
庭
に
一
息
つ
か
れ
、
将
軍

山
会
館
で
は
、
お
茶
を
召
し
上
が

る
合
間
に
展
示
室
で
学
院
の
歴
史

に
ふ
れ
、
思
い
思
い
に
時
を
過
ご

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
行
事
で
は
、
大
学
教
育
後
援

会
（
在
学
生
保
護
者
の
団
体
）
と
、

卒
業
生
保
護
者
の
会
（
卒
業
生
保

護
者
の
団
体
）
と
い
う
大
学
を
支

援
す
る
二
つ
の
保
護
者
の
団
体
が

力
を
合
わ
せ
て
、
新
た
に
追
手
門

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
な
ら
れ
た
新
入
生

保
護
者
の
皆
様
を
お
も
て
な
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

花
見
お
茶
席

花
見
お
茶
席

「
桜
の
縁
」
開
催

「
桜
の
縁
」
開
催

さ
く
ら
の
え
ん

さ
く
ら
の
え
ん
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大
学
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
学
の
卒
業
は
、こ
れ
ま
で
の
「
進

学
」
を
意
味
し
た
卒
業
と
は
異
な
り
、

学
校
教
育
の
学
び
を
終
え
て
文
字
通

り
社
会
に
巣
立
つ
こ
と
と
な
り
ま
す
。

大
学
生
活
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

色
々
な
思
い
出
が
走
馬
灯
の
よ
う
に

感
慨
深
く
思
い
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

大
学
で
の
四
年
間
は
、
社
会
人
に

な
る
準
備
期
間
と
し
て
勉
強
で
も
ス

ポ
ー
ツ
で
も
音
楽
で
も
、
何
か
を
一

生
懸
命
や
れ
ば
必
ず
社
会
に
出
た
時

に
役
立
ち
ま
す
。
そ
し
て
、
大
学
時

代
の
友
人
が
一
生
涯
つ
き
あ
え
る
友

達
と
な
り
ま
す
。

歴
史
あ
る
追
手
門
学
院
大
学
の
卒

業
生
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、

社
会
で
も
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

ど
ん
な
分
野
で
も
プ
ロ
に
な
れ
る

よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
を
お

祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
た
し
ま
す
。

学
生
生
活
最
後
の
思
い
出
を
飾
る

学
部
学
位
授
与
式
並
び
に
大
学
院
学

位
授
与
式
が
三
月
二
十
五
日
（
月
）

午
前
十
一
時
よ
り
、
多
数
の
来
賓
の

列
席
の
も
と
、大
阪
国
際
会
議
場「
メ

イ
ン
ホ
ー
ル
」に
お
い
て
挙
行
さ
れ
、

学
部
卒
業
生
千
三
百
二
十
五
名
、
大

学
院
修
了
生
三
十
七
名
（
う
ち
博
士

後
期
課
程
一
名
）
が
新
し
い
社
会
へ

と
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ス
ー
ツ
姿
の
男
子
学
生
や
あ
で
や

か
な
振
袖
、
袴
姿
の
女
子
学
生
で
開

場
は
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
開
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、
国

歌
斉
唱
の
後
、
坂
井
学
長
か
ら
各
学

科
・
専
攻
の
代
表
者
に
学
位
記
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
川
原
理
事

長
、
坂
井
学
長
の
式
辞
の
後
、
来
賓

紹
介
、
祝
電
披
露
と
続
き
、
喜
多
教

育
後
援
会
会
長
か
ら
卒
業
生
に
記
念

品
と
し
て
印
鑑
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
在
校
生
送
辞
、
卒
業
生
答

辞
あ
と
、
慣
れ
親
し
ん
だ
追
手
門
学

院
歌
を
斉
唱
し
、
式
は
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

学
位
授
与
式
終
了
後
、
同
会
議
場

「
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
」
に
て
教
育
後

援
会
主
催
の
卒
業
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

喜
多
会
長
、
坂
井
学
長
の
挨
拶
に

続
き
、
中
井
副
会
長
の
乾
杯
で
幕
開

け
と
な
り
ま
し
た
。
司
会
は
経
営
学

部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
在
校
生
の

山
元
麻
梨
子
さ
ん
に
務
め
て
い
た
だ

き
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
の
皆
さ

ん
に
は
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で

パ
ー
テ
ィ
ー
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
電
子
オ
ル
ガ
ン

イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
タ
ル
部
の
演
奏

を
バ
ッ
ク
に
、
会
場
内
は
、
長
い
よ

う
で
短
か
っ
た
学
生
生
活
の
最
後
の

一
日
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に
、
友
人

と
語
り
合
い
、
恩
師
を
囲
ん
で
記
念

写
真
を
撮
る
姿
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
お
世
話
に
な
っ
た
恩
師
の

先
生
方
に
は
感
謝
の
意
を
込
め
て
、

卒
業
生
代
表
か
ら
花
束
を
贈
呈
し
、

引
き
続
き
卒
業
生
を
代
表
し
て
前
学

友
会
委
員
長
か
ら
感
謝
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
小
林
副
会
長
の
閉

会
の
辞
の
後
、
追
手
門
学
院
歌
を
斉

唱
し
、
最
後
に
、
卒
業
生
と
学
友
会

有
志
の
皆
さ
ん
、
保
護
者
で
花
道
を

つ
く
り
、
恩
師
の
先
生
方
を
拍
手
で

お
見
送
り
し
ま
し
た
。
短
い
時
間
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
別
れ
ゆ

く
恩
師
や
友
人
と
晴
れ
や
か
な
笑
顔

で
語
り
合
い
、
会
場
は
社
会
へ
飛
び

立
つ
歓
喜
の
声
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

卒
業
生
の
皆
様
へ

教
育
後
援
会
会
長

喜
多
　
康
紀

　
二
〇
一
二
年
度

学
位
授
与
式
並
び
に
卒
業
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
ー
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本
会
後
援
二
〇
一
二
年
度
特
別

公
開
講
座
「
お
う
て
も
ん
塾
」
―

追
手
門
学
院
大
学
社
会
人
教
室
―

は
、
前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
第
一

期
、
第
二
期
に
続
き
、
第
三
期
が

開
講
さ
れ
ま
し
た
。

「
事
業
承
継
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

二
〇
一
三
年
二
月
か
ら
三
月
に
か

け
て
全
六
回
、
追
手
門
学
院�

大
阪

城
ス
ク
エ
ア
に
て
経
営
学
部
の
先

生
方
に
よ
る
専
門
を
活
か
し
た
講

座
を
実
施
し
、「
経
営
学
と
事
業
承

継
、
経
営
戦
略
と
日
本
の
市
場
の

現
状
に
つ
い
て
基
礎
を
わ
か
り
や

す
く
教
え
て
い
た
だ
い
た
。」「
事

業
承
継
を
架
け
橋
に
、
今
ま
で
の

商
売
を
見
直
し
、
方
向
転
換
を
若

い
人
た
ち
と
話
し
合
っ
て
行
き
た

い
と
思
っ
た
。」
と
好
評
で
し
た
。

二
〇
一
三
年
度
は
「
追
手
門
学
院�

大
阪
梅
田
サ
テ
ラ
イ
ト
」（
七
頁
参

照
）
に
場
所
を
移
し
て
年
二
期
、
各

期
六
回
の
講
座
開
講
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
第
一
期
の
詳
細
は
、
同

封
の
ち
ら
し
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
受

講
料
は
無
料
で
、
対
象
は
教
育
後

援
会
会
員
あ
る
い
は
一
般
社
会
人

の
方
々
で
す
。
ご
興
味
の
あ
る
一

講
座
か
ら
受
講
可
能
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
一
度
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

追
手
門
学
院
大
学
社
会
人
教
室

「
お
う
て
も
ん
塾
」

二
〇
一
二
年
度
特
別
公
開
講
座

追
手
門
学
院
大
学
社
会
人
教
室

「
お
う
て
も
ん
塾
」

二
〇
一
二
年
度
特
別
公
開
講
座

事業承継

教
育
後
援
会
の
皆
さ
ま
に
は
日

ご
ろ
よ
り
就
職
支
援
に
ご
理
解
・
ご

支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

就
職
セ
ン
タ
ー
は
学
院
の
事
務
組

織
再
編
に
伴
い
、
二
〇
一
三
年
一
月

よ
り
旧
キ
ャ
リ
ア
開
発
部
か
ら
名
称

を
変
更
し
ま
し
た
。
こ
の
組
織
再
編

に
伴
い
、
就
職
セ
ン
タ
ー
は
学
生
の

皆
さ
ん
の
就
職
支
援
に
さ
ら
に
特
化

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
〇
一
二
年
度
の
就
職
状
況
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
大
卒
の
求
人
倍
率
は

株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
の
ワ
ー
ク
ス

研
究
所
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
前
年
の

一
・
二
三
倍
か
ら
一
・
二
七
倍
へ
と
わ

ず
か
〇
・
〇
四
ポ
イ
ン
ト
な
が
ら
上

昇
し
ま
し
た
。
求
人
倍
率
が
前
年
に

比
べ
て
上
昇
し
た
の
は
、
二
〇
〇
八

年
以
来
五
年
ぶ
り
の
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
、
景
気
の
持
ち
直
し
感
が
み

ら
れ
た
も
の
の
、
就
職
活
動
は
採
用

側
の
買
い
手
市
場
で
あ
っ
た
こ
と
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

う
い
っ
た
厳
し
い
中
で
の
就
職
活
動

で
し
た
が
、
就
職
活
動
者
数
を
分
母

と
し
た
就
職
内
定
率
は
九
七
・
二
％

で
昨
年
を
一
・
三
ポ
イ
ン
ト
上
回
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、

昨
年
度
の
全
国
就
職
内
定
率
平
均
は

九
三
・
六
％
で
し
た
の
で
、
本
年
度

も
全
国
平
均
を
上
回
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
後

ま
で
、
あ
き
ら
め
ず
に
が
ん
ば
り
抜

い
た
学
生
の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。　

就
職
状
況
の
内
訳
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
ま
ず
内
定
時
期
に
つ
き
ま
し
て

は
五
月
、
六
月
、
七
月
の
順
に
多
く
、

昨
年
度
と
比
べ
早
い
時
期
に
内
定
を

獲
得
す
る
学
生
さ
ん
が
増
加
し
ま
し

た
が
、
一
方
で
、
な
か
な
か
内
定
を

獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
長
期
に

渡
っ
て
就
職
活
動
を
強
い
ら
れ
た
学

生
さ
ん
も
多
く
、
言
わ
れ
続
け
て
い

る
就
職
活
動
の
通
年
化
傾
向
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
学
に
届
い
た
求
人
票
を
業
種

別
に
み
る
と
、
卸
売
業
、
小
売
業
、

製
造
業
、
医
療
・
福
祉
の
順
で
、
全

体
の
半
数
を
占
め
ま
し
た
。
一
方

で
、
就
職
先
を
業
種
別
に
み
る
と
、

昨
年
度
と
同
じ
く
小
売
業
、
卸
売

業
、
製
造
業
の
順
に
な
っ
て
お
り
、

約
五
割
の
学
生
さ
ん
が
こ
の
三
業

界
か
ら
内
定
を
獲
得
し
ま
し
た
。
一

方
で
、
学
生
人
気
が
高
く
相
変
わ
ら

ず
狭
き
門
と
な
っ
た
業
界
と
し
て

は
、
公
務
員
、
教
員
、
金
融
業
界
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

就
職
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
人
で
も

多
く
の
皆
さ
ん
に
内
定
を
獲
得
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
就
職
支
援
行
事

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
三
年
生
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
年
間
通
し
て
実
施
す
る
と
と

も
に
、
業
界
・
職
種
研
究
セ
ミ
ナ
ー
、

履
歴
書
セ
ミ
ナ
ー
、
教
育
後
援
会
か

ら
補
助
を
い
た
だ
い
て
い
る
就
職
模

擬
テ
ス
ト
、
女
子
学
生
の
皆
さ
ん
を

対
象
と
し
た
女
子
学
生
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

学
内
企
業
説
明
会
も
三
年
生
の
二
月

を
皮
切
り
に
計
四
回
実
施
す
る
と
と

も
に
、
通
常
は
学
外
で
実
施
さ
れ
る

個
別
企
業
の
選
考
会
を
学
内
で
ほ
ぼ

毎
月
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、就
職
相
談
に
も
力
を
入
れ
、

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し

て
求
人
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
の

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
就
職
活
動
が

う
ま
く
い
か
な
い
と
い
っ
た
相
談
に

も
親
身
に
な
っ
て
乗
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ま
に
ぜ
ひ
気

軽
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

伝
え
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
教
育
後

援
会
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、「
保

護
者
の
た
め
の
就
職
講
演
会
・
相
談

会
」
を
年
二
回
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

二
〇
〇
名
を
超
え
る
保
護
者
の
皆

さ
ま
に
お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

今
後
と
も
、
就
職
セ
ン
タ
ー
職
員

一
同
、
就
職
支
援
に
力
を
注
い
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

二
〇
一
二
年
度
就
職
状
況
に
つ
い
て就

職
セ
ン
タ
ー
部
長

筑
本
豊
和
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追大キャリア形成支援プログラム

５月期

６月期

９月期

２月期

就職・進路支援 資格・就職試験対策講座

開講時期：１年生秋学期

開講時期：２年生春学期

開講時期：２年生秋学期

開講時期：３年生春・秋学期

開講時期：４年生秋学期

２年生

年次

４年生

教　学習得
目標

３年生

１年生

進路決定と
社会人基礎力
の形成

①販売士検定２級対策講座
②秘書技能検定２級対策講座
③簿記検定２級対策講座
④総合旅行業務取扱管理者試験対策講座
⑤IT パスポート試験対策講座
⑥ファイナンシャルプランニング技能士
  ３級対策講座
⑦宅地建物取引主任者試験対策講座

自己理解と
職業理解

充実した
大学生活を
送るための
動機づけ

就職活動に
必要な

スキルの習得

◆キャリア形成論１ ◆目指す職業への必要なスキルの習得

◆社会人の基礎

進路決定者 進路未決定者

◆卒業後の就業支援
　大阪梅田サテライト

◆キャリア形成論２

◆インターンシップ１・２

◆キャリアデザイン論（秋学期）

◆学内企業説明会

会社概要の説明や
採用情報の提供

①「キャリア形成」について
   理解を深める
②卒業後の自分自身の生き方を
考える力を身につける

①社会に出るにあたって、自己
理解の必要性を理解する
②社会情勢や求められる人材像
など、これから出て行く社会
について理解する

①業界や仕事についての理解を
深める
②「働く」ことについて、考え
るきっかけを与える
③興味、関心のある職業を発見する

①就業体験を通じて、働くこと
の意味や実態を把握すること
ができる
②日ごろの学びの成果を、現場
で確認することができる
③自分の適性を見極めることに
よって、今後の就職活動につ
なげることができる

①学生から社会人へのスムーズ
な移行をキー・コンセプトと
して、大学在学中からの社会
人準備教育の役割を担う
②社会人として職業生活で求め
られる能力の向上を目標と
し、一方通行の座学だけにと
どまらず、参加型・体験型ト
レーニングを盛り込むなど、
実践性と実行性を追求した授
業形態を展開する

◆就職ガイダンス

面接、企業・業界研究、マナー
など、就職活動を行う上でポ
イントになる事柄について具
体的な事例に沿ってガイダン
スを開催する。

◆履歴書セミナー

少人数による履歴書の書き方
セミナーを行う。全員受講

◆就職ガイダンスアドバンスセミナー

就職ガイダンスの内容を発展
させたグループワークによる
実践セミナーを行う。

◆マナー・就活基礎セミナー

社会人として必要なマナーや
コミュニケーション力、表現
力、伝達力の育成を図る。

◆業界・職種研究セミナー

製造、情報、商社、小売、金
融など各業界の方を学内に招
いて業界研究・職種研究セミ
ナーを開催

女子学生対象就職ガイダンス
①女子学生を取り巻く雇用環境
②女子学生就職体験談報告会
③身だしなみ、立ち振る舞い

◆女子学生支援プログラム ◆就職試験対策講座 ( 筆記対策編 )

一般常識試験、SPI 対策として国語、数学、
時事問題などの頻出分野を学ぶ

◆社会人として必要な基礎能力の養成

①パソコン「Microsoft Office Specialist」
　　  ( Word2007 コース、Excel2007 コース )
②語学「TOEICⓇスコアアップ講座」
③会計「簿記検定３級対策講座」

公務員試験対策講座
（警察・消防・市役所コース）
（国家一般職・地方上級コース）

◆資格ガイダンス

◆早期からの対策が必要な勉強への取り組み

◆就職試験対策講座 ( 面接編 )

集団面接、グループディスカッション、
グループワークを実際に体験してもらい、
面接準備を行う

◆中高教員採用試験対策講座

中高教員採用試験合格を目指し、教職教
養・一般教養の傾向と対策を学ぶ

◆就職活動ミニガイダンス（履歴書の書き方・面接対策・筆記試験対策指導）

◆就職個人相談

学生一人ひとりに
適したきめ細かい
対応

◆学生就活アドバイザー

【目的】
学生同士の支援体制
就職懇談会
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留
学
す
る
こ
と
は
大
学
生
の
う
ち

に
や
っ
て
お
き
た
い
こ
と
の
一
つ
で

し
た
。
今
回
、
大
学
二
回
生
と
い
う

良
い
時
期
に
留
学
す
る
こ
と
が
で
き

て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
が
、
ア
メ
リ
カ
の
ユ
タ
州
に
あ
る

ス
ノ
ー
カ
レ
ッ
ジ
に
留
学
し
た
目
的

は
、
自
分
の
英
語
力
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
と
ア
メ
リ
カ
で
生
活
を
し
て
み
た
い

と
い
う
夢
を
叶
え
る
た
め
で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
は
日
本
と
違

う
こ
と
が
多
く
と
て
も
新
鮮
で
し

私
は
交
換
留
学
生
と
し
て
、
イ
ン

ド
の
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
ア
ー
マ
ダ

バ
ー
ド
市
に
三
か
月
間
滞
在
し
ま
し

た
。
イ
ン
ド
滞
在
で
は
、
と
に
か
く

良
い
意
味
で
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ

ク
を
多
く
味
わ
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。路
上
で
は
野
良
犬
は
も
ち
ろ
ん
、

た
く
さ
ん
の
牛
の
数
。
そ
の
横
を
車

や
バ
イ
ク
、
オ
ー
ト
リ
ク
シ
ャ
が

次
々
と
行
き
通
う
光
景
は
と
て
も
衝

撃
的
で
し
た
。

イ
ン
ド
独
立
の
父
と
し
て
知
ら
れ

た
。
留
学
先
の
町
が
田
舎
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
多
少
不
便
な
思
い
は
し
ま

し
た
が
、
現
地
で
の
友
人
に
も
恵
ま

れ
、
無
事
に
留
学
生
活
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

勉
強
面
で
は
、
日
本
の
学
校
と
は

異
な
る
授
業
の
や
り
方
に
慣
れ
ず
、

つ
い
て
い
く
の
が
大
変
だ
っ
た
部
分

も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
地
の
先
生
た

ち
に
助
け
ら
れ
乗
り
越
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
他
に
も
、
生
活
面
な

ど
様
々
な
面
で
い
ろ
ん
な
人
に
助
け

て
も
ら
い
、
改
め
て
良
い
環
境
と
人

に
恵
ま
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

留
学
で
自
分
が
一
番
成
長
し
た
な

と
思
う
こ
と
は
も
の
の
考
え
方
が
柔

る
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
グ

ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
の
出
身
で
す
。
そ
の

た
め
、
聖
な
る
地
と
し
て
グ
ジ
ャ

ラ
ー
ト
州
で
は
飲
酒
を
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
由
緒
あ
る
街
に
暮

ら
す
人
々
は
と
て
も
友
好
的
で
、
私

は
す
ぐ
に
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

イ
ン
ド
の
人
々
は
文
化
や
祭
り
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
文
化
の

ひ
と
つ
、
ア
ー
テ
ィ
（A

A
R
T
I

）

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
兄
妹
の
間
で
行
わ
れ
る
約
束
の

行
事
で
す
。
妹
が
ラ
キ
と
呼
ば
れ
る

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
兄
の
右
手
に
結
び
、

兄
が
「
ど
ん
な
時
で
も
あ
な
た
の
こ

と
を
守
り
ま
す
。」
と
妹
に
誓
い
、
ギ

軟
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
留

学
中
、
い
ろ
ん
な
考
え
を
持
つ
人
た

ち
と
接
す
る
こ
と
で
自
分
の
見
識
が

広
が
り
、
物
事
を
考
え
る
と
き
に
視

野
を
広
く
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
と

感
じ
ま
す
。
自
分
の
英
語
力
も
も
ち

ろ
ん
向
上
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
自

分
の
内
面
や
考
え
方
が
変
わ
っ
た
こ

と
は
こ
の
留
学
で
得
た
も
の
の
中
で

一
番
大
き
な
も
の
で
し
た
。

今
回
の
留
学
で
、
日
本
に
い
る
だ

け
で
は
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
た
く

さ
ん
の
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
他
の
国
の
留
学
生
た

ち
や
い
ろ
ん
な
人
に
出
会
っ
た
か
ら

こ
そ
自
分
の
考
え
方
が
広
が
る
こ
と

フ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
こ
の

祭
り
は
五
百
年
も
の
歴
史
が
あ
り
、

戦
場
に
向
か
う
兄
の
無
事
を
祈
る
為

に
行
わ
れ
た
の
が
始
ま
り
だ
そ
う
で

す
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
で
は
家

族
の
絆
が
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
ド
で
は
“A

tthi�
devo�bahaba

”
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、“Guest�is�

God

”
と
い
う
意
味
で
あ
り
、グ
ジ
ャ

ラ
ー
ト
の
方
た
ち
は
、
私
た
ち
に
た

く
さ
ん
の
歓
迎
の
意
を
表
し
て
く
れ

ま
し
た
。
家
に
招
待
し
て
い
た
だ
い

て
食
事
を
お
も
て
な
し
し
て
い
た
だ

い
た
り
、
家
族
の
よ
う
に
温
か
く
接

し
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
イ
ン
ド

を
改
め
て
実
感
し
た
留
学
で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
出
会
っ
た
人
や
実
際
に

見
た
も
の
な
ど
を
今
後
の
自
分
の
糧

と
し
て
さ
ら
に
成
長
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

交換留学生印象記
2012年度

に
行
く
前
は
、
不
安
を
た
く
さ
ん
抱

え
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
イ
ン
ド

に
飛
び
込
ん
で
み
る
と
、
私
が
想
像

し
て
い
た
以
上
に
イ
ン
ド
で
得
ら
れ

た
も
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
。
イ
ン

ド
に
出
会
え
た
こ
と
に
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

国
際
教
養
学
部

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

三
年
　
塚
原　

香
澄

国
際
教
養
学
部

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

四
年
　
山
崎　

絢
香
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大阪梅田サテライトについて
【開館日・開館時間】
月曜日～金曜日　９：30 ～ 19：45
土曜日　　　　　９：30 ～ 18：15

【休館日】
日曜日、祝日、年末・年始（12/28 ～１/４）、大学の一斉休業期間

【主な設備紹介】
セミナールーム（76人収容）、面談室（個別相談・来客対応ブース）、
会議室（20人収容）、PCコーナー（情報検索PC８台）、ラウンジ（応接セット等）

【お問合せ先】
追手門学院　大阪梅田サテライト
〒530-0012　大阪市北区芝田１丁目１番４号�
� 阪急ターミナルビル16階
� 阪急電鉄梅田駅直結
TEL：06-6359-2050　FAX：06-6359-2060

追
手
門
学
院
大
学
は
、
二
〇
一
六

年
に
創
立
五
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

二
〇
一
二
年
四
月
に
「
大
阪
梅
田
サ

テ
ラ
イ
ト
」を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

大
阪
梅
田
サ
テ
ラ
イ
ト
は
、
学
生

及
び
卒
業
生
の
就
職
支
援
、
高
校
生

向
け
の
入
学
相
談
や
幼
小
中
高
の
入

試
イ
ベ
ン
ト
支
援
、学
院
広
報
支
援
、

各
種
講
座
の
開
講
、
講
演
会
の
開
催

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
併
せ
も
つ

施
設
で
、
学
院
全
体
の
サ
ー
ビ
ス
・

タ
ー
ミ
ナ
ル
拠
点
と
し
て
、
学
院
ブ

ラ
ン
ド
向
上
の
一
翼
を
担
っ
て
お
り

ま
す
。

そ
の
中
で
も
就
職
支
援
活
動
は
、

従
来
、
大
手
前
（
大
阪
城
ス
ク
エ
ア

内
）
と
茨
木
（
阪
急
茨
木
駅
前
）
に

あ
っ
た
二
ヶ
所
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
を
統
合
し
て
、
梅
田
に
一
本

化
い
た
し
ま
し
た
。
特
筆
す
べ
き
点

は
、
卒
業
生
の
就
職
支
援
を
大
阪
梅

田
サ
テ
ラ
イ
ト
に
集
中
し
た
こ
と
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
卒
業
後
す
ぐ
に

就
職
せ
ず
に
専
門
学
校
な
ど
へ
進
学

し
た
未
就
職
者
や
、
早
期
離
職
者
へ

の
就
職
相
談
や
就
職
先
の
斡
旋
な
ど

徹
底
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、
高
い
就
職
実
績
を
あ
げ

て
い
ま
す
。
一
方
、
在
学
生
に
つ
い

て
は
、
大
学
内
の
就
職
セ
ン
タ
ー
が

中
心
と
な
り
、
手
厚
い
個
別
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
の
企
業
訪

問
、
会
社
説
明
会
及
び
入
社
試
験
な

ど
の
ス
テ
ッ
プ
に
応
じ
て
サ
テ
ラ
イ

ト
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ

る
き
め
細
か
い
就
職
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
面
接
試
験
や
筆
記

試
験
な
ど
個
々
の
学
生
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
、
個
人
面
接
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
、
グ
ル
ー
プ
面
接
の
実
践
的

な
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、
好
評
を
得

て
お
り
ま
す
。

今
後
も
皆
様
の
ご
意
見
に
耳
を
傾

け
、
他
大
学
に
は
な
い
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

会議室 セミナールーム

開
設
２
年
目
を
迎
え
る
大
阪
梅
田
サ
テ
ラ
イ
ト

大
阪
梅
田
サ
テ
ラ
イ
ト
　
木
村
　
敏
興
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黄
色
の
は
が
き
…
…

総
会
出
欠
用
（
委
任
状
）

白
色
の
は
が
き
…
…

保
護
者
の
た
め
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

参
加
用

春
　
学
　
期

3
／
28
㈭

新
入
生
入
学
前

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

3
／
29
㈮

四
年
・
三
年

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

新
入
生
入
学
前

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

3
／
30
㈯

二
年
・
教
職
等
資
格

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

新
入
生
入
学
前

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

4
／
１
㈪

入
学
式

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

4
／
２
㈫

新
入
生
・
大
学
院

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

新
入
生
履
修
相
談

4
／
３
㈬

学
生
生
活
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

4
／
４
㈭

学
友
会
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

４
／
５
㈮

春
学
期
授
業
開
始

４
／
29
㈪

月
曜
日
授
業
実
施
日（
昭
和
の
日
）

５
／
29
㈬

水
曜
日
授
業
実
施
日

（
学
院
創
立
記
念
日
）

７
／
15
㈪

月
曜
日
授
業
実
施
日（
海
の
日
）

7
／
22
㈪

春
学
期
授
業
終
了

7
／
23
㈫

春
学
期
補
講

7
／
24
㈬

春
学
期
補
講

７
／
25
㈭

８
／
２
㈮

春
学
期
末
試
験

８
／
３
㈯

９
／
16
㈪

夏
期
休
業

９
／
27
㈮

春
学
期
末
学
位
授
与
式

秋
　
学
　
期

9
／
17
㈫

秋
学
期
授
業
開
始

9
／
23
㈪

月
曜
日
授
業
実
施
日

（
秋
分
の
日
）

9
／
24
㈫

振
替
休
日
（
９
／
23
）

10
／
14
㈪

月
曜
日
授
業
実
施
日

（
体
育
の
日
）

10
／
16
㈬

振
替
休
日
（
10
／
14
）

11
／
２
㈯

大
学
祭
（
準
備
日
）（
午
後
）

11
／
３
㈰

11
／
５
㈫

大
学
祭

11
／
６
㈬

大
学
祭
（
後
片
づ
け
日
）

11
／
23
㈯

土
曜
日
授
業
実
施
日

（
勤
労
感
謝
の
日
）

12
／
23
㈪

１
／
５
㈰

冬
期
休
業

1
／
27
㈪

秋
学
期
授
業
終
了

1
／
28
㈫

秋
学
期
補
講

1
／
29
㈬

秋
学
期
補
講

1
／
30
㈭

２
／
７
㈮

秋
学
期
末
試
験

3
／
24
㈪

学
位
授
与
式

3
／
25
㈫

3
／
28
㈮

春
期
休
業

二
〇
一
三
年
度
　
学
年
暦

財　

務　

課　

小
野　
　

聡
美
氏

国
際
交
流
教
育
セ
ン
タ
ー　

前
田　
　

伸
男
氏

（
二
〇
一
二
年
六
月
三
十
日
付
）

入
学
セ
ン
タ
ー　

巽　
　
　

樹
理
氏

（
二
〇
一
三
年
一
月
三
十
一
日
付
）

経
済
学
部
教
授　

白
川　
　

一
郎
氏

経
済
学
部
教
授　

難
波　
　
　

誠
氏

経
営
学
部
教
授　

井
戸
田　

博
樹
氏

経
営
学
部
教
授　

髙
森　
　

哉
子
氏

経
営
学
部
教
授　

米
倉　
　
　

穰
氏

経
営
学
部
講
師　

井
手
吉　

成
佳
氏

心
理
学
部
教
授　

井
上　
　

知
子
氏

心
理
学
部
教
授　

加
藤　
　
　

徹
氏

国
際
教
養
学
部
教
授�

奥
田　
　
　

尚
氏

国
際
教
養
学
部
教
授�

重
松　
　

伸
司
氏

理
事
長
室�

相
馬
す
み
ひ
こ
氏

総　

務　

課�

川
上　
　

京
子
氏

管　

財　

課�

藤
井　
　

貴
典
氏

教
育
支
援
課�

窪
田　
　

好
子
氏

入
学
セ
ン
タ
ー　

鳥
居　
　

和
生
氏

総
合
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー　

天
野　
　

正
実
氏

（
二
〇
一
三
年
三
月
三
十
一
日
付
）

元
会
計
課
職
員

　

神
田　
　

常
三
氏

（
二
〇
一
三
年
二
月
九
日
ご
逝
去
）

退
　
職
　
者

訃
　
報

教
育
後
援
会
は
学
生
が
よ
り
よ
い

学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
様
々
な
援

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

来
る
六
月
一
日
（
土
）
午
前
十
時

三
十
分
よ
り
大
学
に
お
い
て
教
育
後

援
会
総
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
同
日
午
後
よ
り
、
近
年
、
お

子
さ
ま
の
修
学
状
況
や
大
学
に
お
け

る
就
職
支
援
等
に
つ
い
て
知
り
た
い

と
い
う
保
護
者
の
皆
様
方
の
ご
要
望

に
お
応
え
し
た
く
、
大
学
と
の
共
催

で
、
保
護
者
の
た
め
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

共
に
詳
細
に
つ
い
て
は
同
封
の
案

内
状
・
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ご
参
加
の
お
申
し
込
み
は
同
封
の

二
種
類
の
は
が
き
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
上
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

総
会
・
保
護
者
の
た
め
の

　
　
　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
の
ご
案
内

教
育
後
援
会
で
は
、
家
庭
と
大
学

と
の
連
絡
を
図
る
事
業
の
一
つ
と
し

て
、「
保
護
者
の
た
め
の
講
演
会
」

を
学
生
相
談
室
と
協
力
し
て
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
今
回
の
企
画
は
、
龍

谷
大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
教
授
の

須
賀
英
道
先
生
を
講
師
に
お
招
き

し
、「
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

で
楽
し
く
成
長
し
、
生
き
甲
斐
の
持

て
る
人
生
に
つ
な
が
る
よ
う
な
方
向

性
を
参
加
者
の
方
に
気
づ
い
て
も
ら

え
る
こ
と
」
を
趣
旨
と
し
て
ご
講
演

い
た
た
だ
き
ま
す
。
毎
年
参
加
者
の

皆
様
に
大
変
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い

る
企
画
で
す
の
で
、
多
数
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は

同
封
の
案
内
状
を
ご
覧
下
さ
い
。

◆
日
時　

五
月
十
一
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

◆
場
所　

大
学
四
号
館
三
階

　
　
　
　

四
四
〇
三
教
室

◆
演
題　

�

人
生
を
成
功
さ
せ
る
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
こ
つ
は

こ
れ
だ
！

◆
講
師　

須
賀　

英
道
先
生

　
　
　
　
（
龍
谷
大
学
保
健
管
理

　
　
　
　

�

セ
ン
タ
ー
教
授
）

※�
申
込
不
要
（
直
接
四
四
〇
三
教
室

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
）

※�

講
演
会
終
了
後
、
ご
希
望
の
方
に

は
学
生
相
談
室
に
て
ス
タ
ッ
フ
が

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

「
保
護
者
の
た
め
の
講
演
会
」
開
催
の
ご
案
内


